
 
 

 

第１回 近畿本部建設部会『金井塾』のご案内 
 

近畿本部建設部会主催行事、第 1 回『金井塾』を下記のとおり開催いたします。 
『金井塾』は、金井誠講師（別紙略歴参照）と受講者が、ケーススタディを通して双方向の議

論の輪を拡げていく、技術者が建設産業を取り巻く環境激変に適応して持続可能であるための新企

画「塾形式」の講演会です。（別紙講演概要参照） 

受講者は 1 グループ 6 人単位でテーブルを囲み、グループ・ディスカッションをしながら金

井誠講師と質疑応答をしていただきます。 

更なる技術力の向上を目指す貴方！ 多くの技術者のご参加をお待ちいたしております。 
なお、まだ技術士会に入会していない方や一般の方も参加することができます。 

 
主  催 ： 公益社団法人日本技術士会 近畿本部 建設部会 
特別協賛 ： 株式会社久本組，第一設計監理株式会社 
日  時 ： 平成 28 年 5 月 28 日（土） 13：00～16：45 
場  所 ： 大阪科学技術センター 401 号室 
募集定員 ： 40 名（会員 30 名，非会員 10 名） 
講  師 ： 金井 誠氏（株式会社大林組 特別顧問）  

参 加 費 ： 2,000 円（会員 1,000 円） 

申込期限 ： 平成 28 年 5 月 20 日（金） ※定員になり次第締め切ります。 
                                            
 

第１回 近畿本部建設部会『金井塾』 参加申込書 
 

平成 28 年  月  日 
  【建設部会員】 

氏 名  

所 属  

E-mail  
 
  【建設部会員以外の方】   

氏 名  

所 属  

連絡先 TEL  

E-mail  

□ 技 術 士（部門：        ／ 会員 ・ 非会員 ） 

□ 技術士補（部門：        ／ 会員 ・ 非会員 ） 

□ 修習技術者           □ その他 
【申込み先】公益社団法人日本技術士会近畿本部建設部会 

           E-mail：kouno@hisamotogumi.co.jp 
FAX ：06-6692-0478  

（担当幹事：山崎和人、河野千代 ℡ : 080-2483-7646） 

ＣＰＤ対象行事 3.5 時間



公益社団法人日本技術士会 

第１回 近畿本部建設部会『金井塾』 
～ 技術者が建設産業を取り巻く環境激変に適応して持続可能であるために！ ～ 

 

講師 金井 誠 氏 

株式会社大林組 特別顧問 

工学博士・技術士  

    

【略歴】                                         

  1973 年 大阪大学大学院修了 株式会社大林組入社         

1976 年 スタンフォード大学大学院留学（Infrastructural Engineering Management） 

入社後３年間を大阪でシールド＆開削トンネル工事に従事。米国留学後、土木技術部で 

４年間現場支援と技術開発、その後５年間を大阪でシールドトンネル工事に従事。1988 年 

より４年間、東京湾横断道路（株）に出向し設計業務担当。以後、東京湾横断道路木更津 

南トンネル工区、首都圏外郭放水路第 1トンネル工区の所長。2001 年より東京土木事業部 

工事部長、2003 年より副事業部長、2005 年より役員。 

2005 年 執行役員 

2007 年 常務執行役員 土木本部長 

2009 年 専務執行役員 土木本部長 

2011 年 代表取締役 副社長執行役員 

2015 年 特別顧問 

【講演概要】 

  ゆったりと流れる河を心地よい船室に居て下る

人は、空からは見える下流の滝を見ることは勿論の

こと、耳を澄ませば聞こえる滝の轟音も聞こえず、

迫りくる危機が自分の命に関わると実感できるの

は転覆直前となる。最後の最後まで変わり難いのが

人の意識である。 

『ぬるま湯の現状』も、人にその心地良さが永続的

だと思わせる魔力があり、苦労して現状を変える気

持ちにはならず、気付いた時には手遅れということ

になる。『ぬるま湯的組織』で心地良く過ごしてい

る人も同じで、『変わること、変えること』の必要

性を感じないのだ。 

  建設産業を取り巻く環境は 10 年以内に大きく変

わる。やがて来る業界再編に伴い、産業内、或いは

産業間での技術者流動性は高まり、組織に頼らない

技術者の在り方が問われる日は近い。 

 ぬるま湯の魔力を解くには、手段を目的にすり替

えず『何故この方法？何故そう考えた？他に方法

は？』の呪文を唱え続けることである。 

  本講演では、どのような環境下でも持続可能な技術者であるために不可欠な“意識変革で折

れない心”を持つ人財育成について、ケーススタディを通して議論の輪を拡げたい。 


